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ガラス容器は金属容器と共に古くから ”入れ物” として用いられてきました。非常に優秀な容器
で、無臭・透明・ハイバリア性・耐薬品性・高級感があり、保存容器として他に変わるモノはありま
せん。リサイクル面でも優等生である半面、重い・割れるという商品用途によっては致命的となり
得る欠点もあります。
実際のガラスびん使用者の立場の目線から、製造工程での ”ここだけ話の品質” のポイントに
ついての話も交えて、かつて身近であったガラス容器をあらためて振り返ってみます。

2025年6月3日

テーマ名
（見学会）

　「飲料用ガラス瓶」の基本知識と
  四方山話
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